
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■江南市スポーツ少年団とは 

 スポーツを通じて「次代を担う健全なからだと 

こころを持った青少年の育成」を理念としています。 

「競う」だけでなく「楽しむ」ことも忘れず、生涯に 

わたってスポーツを楽しむ基盤を作ることも目標とし 

ています。 

 また、スポーツだけでなく野外活動・社会貢献活動も 

大切にしており、活動を通して子どもの協調性や創造性を 

養うのと同時に礼儀・社会のルール・思いやりのこころを 

学び、人としての「こころの成長」を促します。近年では 

希薄になっている地域内の繋がりも多く、地域に根ざして 

青少年の育成をしていきたいと考えています。 

 

■江南市スポーツ少年団の組織における仲間づくり 

 当スポーツ少年団は小学校区に分かれ１０団の単位団 

から組織されています。単位団をまとめた総称を江南市 

スポーツ少年団としています。校区ごとに分かれて組織 

されているスポーツ少年団の仲間たちは同じ小学校に通っ 

ており、同じ目標に向かい汗を流すことで信頼関係は強い 

ものになっていきます。この時期の仲間づくりは将来に渡り 

繋がり、こころの成長にも大きな影響を与えます。 

 

■複合種目型を実施する意義（１人が複数種目を行なう） 

 当スポーツ少年団では軟式野球・サッカーの２種目、バレーボール・バドミントンの２種目に

駅伝を加えた計５種目を年間を通し行なう複合種目型を取り入れています。小学生の時に様々な

種目を体験することは、総合的なからだの育成に繋がり、生涯スポーツの基礎を身につけること

ができます。さらには、種目についての知識が深まり中学生に上がった際の選択の幅を広げるこ

とが出来ます。卒団生からは「自分に合ったスポーツを選ぶことができる」との声が聞かれてい

ます。長いスポーツ人生の中で子ども自身が選択できるというのは大変意義のあることだと考え

ています。 

 

■江南市スポーツ少年団を支える人々 

 子どもたちが楽しくスポーツ少年団活動をするうえで、指導者・母集団（※）の存在が欠かす

ことができません。指導者の皆さんは日頃の練習に加え、大会運営・式典の企画と子どもたちの

思い出に残るように努めています。母集団の皆さんは練習の補助・財政管理・連絡役など団の重

要な役割を担っています。子どもが入団すると指導者か母集団の役割を担うこととなりますが、

単に子どもたちだけの集団ではなく、大人も含めた地域集団としての形成を目指しています。 

（※）母集団とは「母親たちの集団」ではなく、「母体となる集団」を意味します。 

  

■問合せ 

江南市スポーツ少年団事務局 KTX アリーナ内（江南市高屋町清水 118） 

TEL0587-55-5261  FAX 0587-54-2679  担当：澤田 


